
＝‐＝‐＝‐ 1945±66 沖縄戦は終わったのか？ ‐＝‐＝‐＝

６月２３日 沖縄では慰霊の日である。

牛島中将、長参謀長が自決したとされる日、

その日以降も戦闘は続き、そのため多くの沖縄人が犠牲となった。

その原因は沖縄戦の目的を日本本土防衛の防波堤と持久戦としたことによるが、

もうひとつの大きな問題は明治以降、日本の都合により境界をさまよわされた沖縄を

はっきりと日本の外に放り出したことにある。

そのことで日本軍による住民殺害と暴力行為が多発した。

（投降する住民を殺害、スパイ容疑で殺害、強姦、食料強奪、壕追い出し、入壕拒否、集団自決の強要）

沖縄人にとって沖縄戦とは何だったのか？

日本ではなかった沖縄が日本になった琉球処分（1879 年）から

日本人になれたと思っていた沖縄人は日本人ではなかったという結末を

つきつけられたことになる。

ひとりの沖縄人は琉球処分を体験し 66 年後沖縄戦を体験した。

そのことのもつ意味はあまりにも残酷だといえる。

あのときから 66 年が過ぎ、平和な時代に生きていると思っている。

しかし数年前、集団自決を経験し生き残った大正区に住むおばあさんの話を聞いた時、

そのおばあさんにとって戦争は続いていた。

その時から戦争と平和の境い目がはっきりしなくなり、くっついている様に見えはじめた。

いま、あのおばあさんの戦争を終わらせるには、どうしたらいいのか

６月２２日を考える日にし、そして６月２３日を迎えたい。
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